
• ⽬的 九州・沖縄ブロックDMAT実働訓練と連携し、九州ブロック内外から複数のDHEAT
が先遣隊として保健医療福祉調整本部および被災保健所（現地本部）へ出動する訓練
を実施することで、D24H及びDHEAT活動の機能強化に必要となる下記課題の検討を
⾏い、実災害におけるD24Hの活⽤の推進、今後の全国的なDHEAT連携体制の構築を
図る。

• ⽇時 令和５年１⽉２８⽇（⼟）９時〜１７時
１⽉２９⽇（⽇）９時〜１２時（検証会）

• 場所 熊本県庁、⼋代保健所
• 検討内容 ①D24Hの機能を⽤いた、⽀援チーム間の情報共有

②DHEAT派遣調整システムの運⽤
③保健医療福祉調整本部・現地本部におけるDHEAT活動内容
④保健医療福祉調整本部DHEATと現地本部DHEATの連携⽅法
⑤地⽅ブロックDHEAT協議会・全国DHEAT協議会・DHEAT事務局との連携⽅法
⑥保健医療福祉調整本部及び現地本部と連携したDHEAT追加派遣要請
⑦DMAT調整本部・DMAT活動拠点本部とDHEAT間の連携⽅法

令和４年度九州・沖縄ブロックDMAT実働訓練（DHEAT編）（資料２）
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所属 ⽒名

D24H事務局 芝浦⼯業⼤学システム理⼯学部 環境システム
学科准教授

市川 学

DHEAT事務局 ⽇本公衆衛⽣協会 健康危機管理教育専⾨職
（DHEAT事務局）

⾼岡 誠⼦

保健所本部 熊本県⼋代保健所（兼）宇城保健所 所⻑ ⽊脇 弘⼆

DHEAT

富⼭県厚⽣部 参事 ⼩倉 憲⼀
群⾺県利根沼⽥ 兼 吾妻保健福祉事務所

  医監（保健所⻑） 武智 浩之

⻑崎県県央保健所 所⻑ 藤⽥ 利枝
宮崎県⾼鍋保健所 所⻑ ⻄⽥ 敏秀
和歌⼭県湯浅保健所 所⻑ 池⽥ 和功
熊本県⼈吉保健所 所⻑ 服部 希世⼦

DMAT DMAT事務局 千島 佳也⼦

令和４年度九州・沖縄ブロックDMAT実働訓練（DHEAT編）参加者⼀覧
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熊本県保健医療福祉調整本部

⼋代圏域
保健医療福祉
調整現地本部
（県型保健所）

本庁DHEAT（先遣隊）
池⽥先⽣・藤⽥先⽣・⼩倉先⽣

DHEAT事務局

全国DHEAT協議会
（中澤会⻑）

九州ブロック
DHEAT協議会
(九州保健所⻑会：
坂本先⽣）

統括DHEAT

九州・沖縄ブロックDMAT実働訓練（DHEAT編）訓練組織図

有明圏域
保健医療福祉
調整現地本部
（県型保健所）

熊本市圏域
保健医療福祉
調整現地本部
（市型保健所）

⼋代市 氷川町荒尾市 ⽟名市 ⽟東町 南関町 ⻑洲町 和⽔町

応援

連携

連携

全国保健所⻑会
（内⽥会⻑・⽩井先⽣）

連携 保健所DHEAT（先遣隊）
⻄⽥先⽣・武智先⽣・服部

連携

厚⽣労働省 応援派遣調整依頼応援派遣調整依頼

連携

連
携

DMAT調整本部連携

DMAT活動
拠点本部

連携

応援
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今回のDHEAT応援派遣の流れ（想定）

１⽉２８⽇（⼟）
l４時発災：⽇奈久・布⽥川断層帯によるM7の地震発⽣。震度7 熊本市、⼋代市等

l６時ごろ、県内各保健所（計10カ所）より、くものいと⼊⼒第⼀報。

l７時 県保健医療調整本部がくものいと第⼀報を確認し、県内DHEAT
１チームの応援派遣を決定。同時に、地⽅ブロックDHEAT協議会が
DHEAT先遣隊１チームの派遣を決定。

l９時 県内DHEAT１チーム、DHEAT先遣隊１チームが保健医療調整本部
に到着。→訓練スタート
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保健医療調整本部
本部⻑：医監（統括DHEAT）

熊本県災害医療
コーディネーター

⼩児・
周産期リエゾン

災害薬事
コーディネーター

DPAT統括者

熊本県DMAT調整本部 熊本県DPAT調整本部

事務局：医療政策課

【⾏政】
・医務班
・薬務衛⽣班
・保健衛⽣班
・障がい者⽀援班
・健康危機管理
（DHEAT主管課）

熊本県保健医療調整本部組織図
（今回）

県内DHEAT1班 DHEAT先遣隊（九ブロ)

県庁におけるDHEAT活動：CSCAの確⽴

県内DHEAT・DHEAT
先遣隊(九州ブロック)
本部⻑（統括DHEAT）
とDHEAT主管課に
参集報告

組織図(初動)

統括DHEAT DHEAT主管課・県内DHEAT
・DHEAT先遣隊
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◆くものいとを⽤いた県内保健所の
情報収集
◆分析（11時時点）
・9/10が⼊⼒。うち、４HCが応援要請
・⽀援が必要な保健所（５HC）
⼋代・宇城・⽔俣・御船・天草
◆⽅針
・情報がない御船保健所の調査
・被災保健所へのDHEAＴ派遣
県内の被災がない保健所からの⼈員
派遣を優先 (初動3⽇間)
→⼋代HCに県内DHEAT １チーム
県外応援要請(国へ要請)
・各保健所7⽇間、12チーム要請
・指定⽀援検討
天草には、空路派遣可能な県
⻑崎が候補

★⽅針の最終決定は、統括DHEATでも
ある本部⻑が決定(DHEATから報告)
◆本部より保健師派遣の検討指⽰
７５チームを国へ要請

◆保健所現状報告システム
(くものいと) 各保健所が⼊⼒

県庁におけるDHEAT活動：CSCAの確⽴

◆ D24Hシステム内での電⼦
クロノロスプレッドシート

◆⼋代保健所
保健医療調整現地本部
Zoomミーティング
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⼋代保健所におけるDHEAT活動（DMAT活動拠点本部リエゾン）

u⼋代保健所到着後、保健所からオリエンテーションの実施。
u⼋代保健所からDHEATへの活動指⽰
→熊本労災病院（DMAT活動拠点本部）の状況確認、DHEATリエゾン派遣。

⾼⽥病院の病院避難の状況の確認。
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u熊本労災病院到着時、DMAT活動拠点本部では全体ミーティング実施中。
その後、本部⻑補佐の統括DMATへ情報収集。

→役割分担の提案：保健所における福祉施設、避難所の情報収集・分析、情報共有。
→医療⽀援度の⾼い在宅療養者の情報共有。
u⼋代保健所へ持ち帰り、所⻑等と対応検討。
u15時30分〜、⼋代地域保健医療福祉調整会議に参加。

⼋代保健所におけるDHEAT活動（DMAT活動拠点本部リエゾン）
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課題：指揮命令系統の確⽴（DHEAT活動体制の確⽴）

uDHEAT活動体制の確⽴は、訓練開始１時間後と遅かった。
u保健医療調整本部の組織体制の確認は？
uコンタクトリストは？

HeLP-SCREAMに沿った
活動の開始

39



課題：DHEAT活動環境の整備（情報通信機器）

uパソコン、プリンター、ネット環境の整備に時間がかかった。
u情報通信機器がないと、活動出来ない。
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課題：情報収集・管理、現状分析、活動⽅針（CSCAの確⽴）

41



活動⽅針

DMAT調整本部（熊本県庁） DMAT活動拠点本部（⼋代保健所）

課題：情報収集・管理、現状分析、活動⽅針（CSCAの確⽴）
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課題：迅速な施設・避難所等のアセスメント、対応

災
害
拠
点
病
院

⼀
般
病
院

介
護
保
険
施
設
・

救
助
現
場

避
難
所
・

孤
⽴
集
落
︵
＋
在
宅
︶

DMAT活動の優先順位

ü⾏政・DHEATが施設、避難所や在宅避難者の情報を収集、整理を開始する、
DMATが病院から情報収集を開始する、そして両者で共有する。

üこのように情報収集の役割分担をすることで、必要な情報を網羅的に迅速
に収集できて、速やかな対応に繋げることが出来るのでは。

⾏政・DHEAT
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